
d_iEA_1

パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
・

オ
ン
ボ
ー
ド

・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

iEA■ 特　長
●業界標準フットプリント（1/8 ブリックサイズ）
●高効率：90 ～ 91%
●出力電力は48Wから78Wまでラインアップ

iEA SERIES DC-DCパワーモジュール
（バスコンバータ1/8ブリック）

■ 製品ラインアップ

型名 iEA48
015A050V-001-R

iEA48
007A120V-001-R

iEA48
003A280V-001-R

iEA4W
004A120V-003-R

入力電圧 (V) 48 24/48
出力電圧 (V) 5 12 28 12
最大出力電流 (A) 15 6.5 2.67 4
最大出力電力 (W) 75 78 74.8 48
リモート ON/OFF Negative
端子長さ (mm) 3.68 2.79
ベースプレート 無し

■ 型名呼称方法
iEA 48 015A 050V -001 -R

オプションコード出力電流
入力電圧

RoHS出力電圧シリーズ名

■ RoHS指令対応■ 用　途

その他

その他

コンピュータ 医　療 計　測 F　A 半導体通　信

無償保証期間

3
低電圧指令UL62368-1

CSA62368-1

web201130
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・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

iEA

iEA 仕様規格（ご使用の前にご覧ください）

仕様項目・記号・単位� 型名 iEA48015A�
050V-001-R

iEA48007A�
120V-001-R

iEA48003A�
280V-001-R

iEA4W004A�
120V-003-R

入力
電圧範囲 V 36 - 75 18 - 60
効率 typ (*1) % 90 90.5 90 91
最大電流 A 4 5

出力

定格電圧  (*1) V 5 12 28 12
電流範囲  (*2) A 1 ～ 15 0.5 ～ 6.5 0.3 ～ 2.67 0.4 ～ 4
最大電力 W 75 78 75 48
電圧初期設定 V 4.92 ～ 5.08 11.64 ～ 12.36 27.16 ～ 28.84 11.64 ～ 12.36
総合変動  (*3) %Vo,nom ± 3 ± 3.5 ± 4 ± 4
最大入力変動 (*4) mV 10 24 70 24
最大負荷変動 (*5) mV 10 24 70 24
出力リップル・
ノイズ max (*6)

mVp-p 125 200 250 150

電圧可変範囲 V -10, +10% -30, +10% 不可

機能

リモートセンシング - あり 不可
過電流保護 (typ) (*7) A 20 8.5 4 5.5
過電圧保護 V 5.7 ～ 6.7 13.6 ～ 15.7 32 ～ 38 16.5 (typ)
過熱保護 - あり
リモート ON/OFF - あり
並列運転 - 不可

環境

動作使用 
温度範囲 (Tc) (*8)

℃ 
 温度測定点にて： -40℃～ +125℃ 

（条件により出力ディレーティングが異なります） 
保存温度 ℃ -55 ～ 125

耐振動 -
非動作時、第１スイープ： 5 ～ 50 Hz にて 4.9m/s² (0.5G)、 

第２スイープ：50 ～ 500 Hz にて 14.7m/s² (1.5G)、 X, Y, Z 方向
耐衝撃 - 非動作時、490m/s² (50G)  
冷却方法 - 自然空冷、または強制空冷

機構
質量 (Max) g 30.4

サイズ (W x H x D) mm 22.86 × 8.81 × 58.42
22.86 × 8.73 

× 58.42
絶縁 耐電圧 - 入力－出力間：1.5kVDC　１分間

適用規格 安全規格 -
UL62368-1, CSA62368-1, IEC62368-1 (EN62368-1: CB and Certificate), 

UL60950-1, CSA60950-1, EN60950-1 各認定
（60950-1 の有効期限：2020 年 12 月 20 日）

（*1） Vin=typ, Io=Io,max, Vo=Vo,nom, Tc=25℃ (iEA4W004A120V-003-Rの場合,Io=0.8*Io,max)
（*2） 出力電流によって、最大動作周囲温度が変わりますので、"各製品の出力電流ディレーティングカーブ"の頁をご参照ください。
 電流下限値以下でも動作はしますが、出力リップルノイズなどの特性が仕様を満足しない場合がありますので、ご注意ください。

（*3） 製品寿命まで、入力電圧・負荷電流・温度が仕様内で使用された場合における最大値です。
（*4） Vin=Vin,min to Vin,max、負荷一定の値です。
（*5） Io=Io,min to Io,max、入力電圧一定の値です。
（*6） 電源出力から 90 mm 離れたところにて測定した値 (BW = 20MHz)： 出力コンデンサについては、"仕様説明"の頁をご参照下さい。
（*7） Vo=0.9xVo,nom, Tc<Tc,max
（*8） 各製品の温度測定点における温度；詳細については、"出力電流ディレーティング"の頁をご参照下さい。

iEA
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・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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端子仕様・配列

iEA

１. 外観図
iEA48015A050V-001-R, iEA48007A120V-001-R, iEA48003A280V-001-R

iEA4W004A120V-003-R

2. 端子説明

寸法単位：mm
指示なき寸法公差はx.x±0.5、x.xx±0.25

   [入力側端子] 
Vin (-)  ：－入力端子 
On/Off  ：On/Offコントロール端子 
Vin (+) ：＋入力端子 

 [出力側端子] 
Vo (-)  ：－出力端子 
Sense (-)  ：－リモートセンシング端子 
Trim  ：出力電圧外部可変用端子 
Sense (+) ：＋リモートセンシング端子 
Vo (+)  ：＋出力端子 

Vin(+)、Vin(-)、Vo(+)、Vo(-)は接触抵抗を考慮して接続して下さい。 

   [入力側端子] 
Vin (-) ：－入力端子 
On/Off ：On/Offコントロール端子 
Vin (+) ：＋入力端子 

    [出力側端子] 
Vo (-) ：－出力端子 
Trim ：出力電圧外部可変用端子 
Sense (+) ：＋リモートセンシング端子 
Vo (+) ：＋出力端子 

Vin(+)、Vin(-)、Vo(+)、Vo(-)は接触抵抗を考慮して接続して下さい。 

Vin(-)

On/Off

Vin(+)

Vo(-)

Sense(+)
Trim

Vo(+)

下面図
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iEA48015A050V-001-R,iEA48007A120V-001-R,iEA48003A280V-001-R

   [入力側端子] 
Vin (-)  ：－入力端子 
On/Off  ：On/Offコントロール端子 
Vin (+) ：＋入力端子 

 [出力側端子] 
Vo (-)  ：－出力端子 
Vo (+)  ：＋出力端子 

Vin(+)、Vin(-)、Vo(+)、Vo(-)は接触抵抗を考慮して接続して下さい。

Vin(-)

On/Off

Vin(+)

Vo(-)

Vo(+)

iEA4W004A120V-003-R
下面図

外観図
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・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

iEA

iEA

ご使用にあたっての安全上のご注意

ご使用前に
本製品のご使用にあたって、注意事項を留意の上、ご使用下
さい。ご使用方法を誤りますと、感電や発火などの恐れがあ
ります。ご使用前に本取扱説明書を必ずお読み下さい。

● 本製品は高温になりますので、触れないで下さい。
● 本製品内部には高電圧または高温になる部品があります。感電
や火傷の恐れがありますので、分解したり内部の部品に触れたり
しないで下さい。

● 製品の改造・分解は、行わないで下さい。感電のおそれがあり
ます。尚、加工・改造後の責任は負いません。

● 予期せぬ事故を避けるため、本製品動作中は手や顔などを近づ
けないようにして下さい。

● 発煙・異臭・異音など異常状態のまま使用しないで下さい。感
電や火災の原因となります。このような場合、弊社にご相談下さ
い。

● 結露した状態でご使用しないで下さい。感電や火災の原因となり
ます。

● 入出力端子および各信号端子への結線が、本取扱説明書に示さ
れるように、正しく行われていることをお確かめ下さい。

● お客様が修理することは、危険ですから絶対に行わないで下さ
い。

● 各種安全規格の取得及び安全性を向上させるために、外付けヒュ
－ズを必ずご使用ください。

● 本製品は、電子機器組込み用に設計・製造されたもので、安全
規格への適合は最終的なアプリケーション回路によって決定され
ます。また、一般ユーザ ( 許可された技術者を除いて )が 取り扱
いできない様に保護が必要となります。本製品の入力―出力間
は基礎絶縁されておりますが、出力は危険なエネルギーレベルと
みなされます。

● 48V 以上の出力電圧の製品については Non-SELV 出力とみなさ
れ、実装者はサービス技術者の不注意な接触への保護を設ける
必要があります。

● 28V 以下の出力電圧の製品については異常状態での SELV 出力
を維持する為に、最終 アプリケーション回路において出力を接
地して下さい。

　但し、Vin(+)とVo(+)を同時に接地した場合は、SELV出力とは
なりませんのでご注意下さい。

●引火性のあるガスや発火性の物質がある場所で使用しないでくだ
さい。

●通電中や電源遮断直後は、製品本体表面及び内部では、高電圧
及び高温の箇所があり、感電や火傷の恐れがあります。

●開口部から製品内部に物を差し込んだり、落としたりしないで下
さい。このような状態で使用された場合、故障や火災の発生原
因となる可能性があります。又、落下した製品はご使用しないで
下さい。

●本製品は、電子機器組込み用に設計・製造され、又、サービス
エンジニアのみ接触する事ができるよう設計されております。

●長時間の過電流・短絡状態での動作はお避け下さい。発煙・発火・
破損・絶縁破壊の恐れがあります。

　　 注　意

　　 備　考：ＣＥマーキング

●本製品は、プリント基板の半田面に表面実装部品を搭載した基
板型電源です。プリント基板へのねじれ、たわみ、衝撃などのス
トレスは故障の発生原因となる事がありますので、取扱には充分
ご注意願います。

●取扱いの際は、基板端を使用し部品面には触れない様、ご注意
願います。また、機器・装置には、間座等で各電源で規定され
ている寸法以上のギャップで取付けて下さい。

●各種安全規格の取得及び安全を向上させるために、外付けヒュー
ズを必ずご使用下さい。又、ヒューズ選定の際には、必ず High 
Braking Capacitanceヒューズをご選定下さい。

● 本製品の入力端子には、１次側電源より強化絶縁もしくは二重
絶縁で絶縁された電圧を接続して下さい。

● 本製品の出力電圧は危険なエネルギーレベル（電圧が 2V 以上
で電力が 240VA 以上）と見なされますので、 使用者が接触する
ことのないようにして下さい。本製品を組み込んだ装置は、 誤っ
てサービス技術者自身や修理時に落下した工具等が、本製品の
出力端子に接触する事がない ように保護されていなければなりま
せん。 修理時には必ず入力側パワーモジュールを遮断し本製品の
入出力端子電圧が安全な電圧まで低下していることを確認して下
さい。

● 本取扱説明書に記載されているアプリケーション回路および定数
は推奨値です。回路設計にあたって、必ず実機にて特性をご確
認の上、アプリケーション回路および定数をご決定下さい。 尚、 
アプリケーション上の特許、実用新案等につきましては責任を負
いかねますので お客様に おいて十分調査を お願い致します。

● 入力電圧・出力電流・出力電力および周囲温度・湿度は、仕様
規格内でご使用下さい。仕様規格外でのご使用は、製品の破損
を招きます。

● 出力端子及び信号端子には、外部からの異常電圧が加わらない
様にご注意ください。特に出力端子間に逆電圧または、定格電
圧以上の過電圧を印加すると内部回路の破損をまねく恐れがあり
ますのでご注意ください。

● 本製品は偶発的または予期せぬ状況により故障する場合があり
ますので、非常に高度な信頼性が必要な応用 機器（原子力関
連機器・交通制御機器・医療機器など）にお使いになる場合は
機器側にてフェイルセーフ機能を 確保して下さい。

● 強電磁界・腐蝕性ガス等の特殊な環境や導電性異物が入るよう
な環境ではご使用しないで下さい。

● 水分や湿気による結露の生じる環境での使用及び保管はしない
で下さい。このような環境での使用は、防水処置を施して下さい。

● 本取扱説明書の内容は予告なしに変更される場合があります。
ご使用の際は、本製品の仕様を満足させるため最新のデータシー
ト等をご参照下さい。本取扱説明書の一部または全部を弊社の
許可なく複製または転載することを禁じます。

● 本取扱説明書に記載されている製品に表示されているＣＥマーキ
ングは欧州の低電圧指令に従っているものであり、製品は欧州
安全規格 EN62368-1の認定を受けたものです。

iEA シリーズ　取扱説明書
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・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
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iEA

iEA

仕様説明
ご使用にあたっての安全上のご注意

ご使用前に
本製品のご使用にあたって、注意事項を留意の上、ご使用下
さい。ご使用方法を誤りますと、感電や発火などの恐れがあ
ります。ご使用前に本取扱説明書を必ずお読み下さい。

● 本製品は高温になりますので、触れないで下さい。
● 本製品内部には高電圧または高温になる部品があります。感電
や火傷の恐れがありますので、分解したり内部の部品に触れたり
しないで下さい。

● 製品の改造・分解は、行わないで下さい。感電のおそれがあり
ます。尚、加工・改造後の責任は負いません。

● 予期せぬ事故を避けるため、本製品動作中は手や顔などを近づ
けないようにして下さい。

● 発煙・異臭・異音など異常状態のまま使用しないで下さい。感
電や火災の原因となります。このような場合、弊社にご相談下さ
い。

● 結露した状態でご使用しないで下さい。感電や火災の原因となり
ます。

● 入出力端子および各信号端子への結線が、本取扱説明書に示さ
れるように、正しく行われていることをお確かめ下さい。

● お客様が修理することは、危険ですから絶対に行わないで下さ
い。

● 各種安全規格の取得及び安全性を向上させるために、外付けヒュ
－ズを必ずご使用ください。

● 本製品は、電子機器組込み用に設計・製造されたもので、安全
規格への適合は最終的なアプリケーション回路によって決定され
ます。また、一般ユーザ ( 許可された技術者を除いて )が 取り扱
いできない様に保護が必要となります。本製品の入力―出力間
は基礎絶縁されておりますが、出力は危険なエネルギーレベルと
みなされます。

● 48V 以上の出力電圧の製品については Non-SELV 出力とみなさ
れ、実装者はサービス技術者の不注意な接触への保護を設ける
必要があります。

● 28V 以下の出力電圧の製品については異常状態での SELV 出力
を維持する為に、最終 アプリケーション回路において出力を接
地して下さい。

　但し、Vin(+)とVo(+)を同時に接地した場合は、SELV出力とは
なりませんのでご注意下さい。

●引火性のあるガスや発火性の物質がある場所で使用しないでくだ
さい。

●通電中や電源遮断直後は、製品本体表面及び内部では、高電圧
及び高温の箇所があり、感電や火傷の恐れがあります。

●開口部から製品内部に物を差し込んだり、落としたりしないで下
さい。このような状態で使用された場合、故障や火災の発生原
因となる可能性があります。又、落下した製品はご使用しないで
下さい。

●本製品は、電子機器組込み用に設計・製造され、又、サービス
エンジニアのみ接触する事ができるよう設計されております。

●長時間の過電流・短絡状態での動作はお避け下さい。発煙・発火・
破損・絶縁破壊の恐れがあります。

　　 注　意

　　 備　考：ＣＥマーキング

●本製品は、プリント基板の半田面に表面実装部品を搭載した基
板型電源です。プリント基板へのねじれ、たわみ、衝撃などのス
トレスは故障の発生原因となる事がありますので、取扱には充分
ご注意願います。

●取扱いの際は、基板端を使用し部品面には触れない様、ご注意
願います。また、機器・装置には、間座等で各電源で規定され
ている寸法以上のギャップで取付けて下さい。

●各種安全規格の取得及び安全を向上させるために、外付けヒュー
ズを必ずご使用下さい。又、ヒューズ選定の際には、必ず High 
Braking Capacitanceヒューズをご選定下さい。

● 本製品の入力端子には、１次側電源より強化絶縁もしくは二重
絶縁で絶縁された電圧を接続して下さい。

● 本製品の出力電圧は危険なエネルギーレベル（電圧が 2V 以上
で電力が 240VA 以上）と見なされますので、 使用者が接触する
ことのないようにして下さい。本製品を組み込んだ装置は、 誤っ
てサービス技術者自身や修理時に落下した工具等が、本製品の
出力端子に接触する事がない ように保護されていなければなりま
せん。 修理時には必ず入力側パワーモジュールを遮断し本製品の
入出力端子電圧が安全な電圧まで低下していることを確認して下
さい。

● 本取扱説明書に記載されているアプリケーション回路および定数
は推奨値です。回路設計にあたって、必ず実機にて特性をご確
認の上、アプリケーション回路および定数をご決定下さい。 尚、 
アプリケーション上の特許、実用新案等につきましては責任を負
いかねますので お客様に おいて十分調査を お願い致します。

● 入力電圧・出力電流・出力電力および周囲温度・湿度は、仕様
規格内でご使用下さい。仕様規格外でのご使用は、製品の破損
を招きます。

● 出力端子及び信号端子には、外部からの異常電圧が加わらない
様にご注意ください。特に出力端子間に逆電圧または、定格電
圧以上の過電圧を印加すると内部回路の破損をまねく恐れがあり
ますのでご注意ください。

● 本製品は偶発的または予期せぬ状況により故障する場合があり
ますので、非常に高度な信頼性が必要な応用 機器（原子力関
連機器・交通制御機器・医療機器など）にお使いになる場合は
機器側にてフェイルセーフ機能を 確保して下さい。

● 強電磁界・腐蝕性ガス等の特殊な環境や導電性異物が入るよう
な環境ではご使用しないで下さい。

● 水分や湿気による結露の生じる環境での使用及び保管はしない
で下さい。このような環境での使用は、防水処置を施して下さい。

● 本取扱説明書の内容は予告なしに変更される場合があります。
ご使用の際は、本製品の仕様を満足させるため最新のデータシー
ト等をご参照下さい。本取扱説明書の一部または全部を弊社の
許可なく複製または転載することを禁じます。

● 本取扱説明書に記載されている製品に表示されているＣＥマーキ
ングは欧州の低電圧指令に従っているものであり、製品は欧州
安全規格 EN62368-1の認定を受けたものです。

1 入力電圧範囲
本製品の入力電圧範囲は、下記の通りです。

 機種  入力電圧範囲
iEA48015A050V-001-R : 36 ～ 75VDC
iEA48007A120V-001-R : 36 ～ 75VDC
iEA48003A280V-001-R : 36 ～ 75VDC
iEA4W004A120V-003-R : 18 ～ 60VDC

入力電圧の急峻な変化により、出力電圧が過渡的に変動する場
合がありますのでご注意下さい。

なお、入力電圧波形のピーク値が上記入力電圧範囲を超えない
ようにして下さい。

● 基本接続
iEA48015A050V-001-R,
iEA48007A120V-001-R,
iEA48003A280V-001-R

図1-1 基本的な接続

iEA4W004A120V-003-R

図1-2 基本的な接続

入力ヒューズ
パワーモジュールにはヒューズが内蔵されておりません。各種

安全規格の取得および安全性を向上させるためにも外付けヒュー
ズをご使用下さい。

なお、ヒューズはファストブロー型を１台毎に付けてご使用下
さい。

また、ヒューズはVin(-)側をグランドとする場合にはVin(+)側に、
Vin(+)側をグランドとする場合にはVin(-)側に取り付けて下さい。
入力ヒューズ推奨電流定格 :

iEA48, iEA4W モデル : 10A

入力コンデンサ C1
入力ラインのインダクタンス成分等によるパワーモジュールへ

の影響を防ぐために、Vin(+)端子、 Vin(-)端子間に電解コンデンサ
を付加して下さい。

このコンデンサにはリップル電流が流れますので、コンデンサ
を選定される際にはコンデンサの許容リップル電流値をご確認の
上、部品を選定して下さい。実際に流れるリップル電流値につきま
しては実機にてご確認下さい。
推奨容量値：

C1　　　:　100μF (耐圧100V以上)
入力ラインのインダクタンス成分が極めて大きい場合は、パ

ワーモジュールの動作が不安定になる場合があります。そのよう
な場合は上記容量値よりも大きくして下さい。

パワーモジュール

Vin(+)

On/Off

Vo(+)

Vo(-)

50mm

Vin(-)

C3C2

Vin

ヒューズ
+

-

負
荷

Sense(+)

Trim

Sense(-)
C1 C4

パワーモジュール

Vin(+)

On/Off

Vo(+)

Vo(-)

50mm

Vin(-)

C3C2

Vin

ヒューズ
+

-

負
荷C1 C4

出力コンデンサ C2, C3, C4
出力リップルノイズ電圧低減及び安定動作のため、Vo(+)、 Vo(-)

端子間に出力端から50mm以内のところに、以下のコンデンサを付
加して下さい。

機種 C2 C3 C4

iEA48015A050V-001-R - 22μF
(10V)

0.1μF
(10V)

iEA48007A120V-001-R 10μF
(25V)

1μF
(25V) -

iEA48003A280V-001-R 10μF
(50V)

3.3μF
(50V) -

iEA4W004A120V-003-R - 200uF
(25V) -

表1-1出力コンデンサ推奨容量

また、上記コンデンサの種類は下記の通りです。
C2 : タンタルコンデンサ
C3, C4 : セラミックコンデンサ

なお、出力電解コンデンサの最大容量については下記表1-2をご
参照下さい。

コンデンササイズの制限により、耐電圧に合った容量がなく、上
表の容量以下となる場合は、合計容量が同等となるように複数の
コンデンサを接続して下さい。

機種 最大出力電解
コンデンサ容量

iEA48015A050V-001-R 5,000μF

iEA48007A120V-001-R 2,000μF

iEA48003A280V-001-R 470μF

iEA4W004A120V-003-R 2,000μF

表1-2 最大出力コンデンサ容量値

また、プリント基板のパターン設計等により出力スパイクノイ
ズ電圧が変化する場合がありますのでご注意下さい。

2 総合変動
製品寿命まで、入力電圧・負荷電流・温度が仕様内で使用され

た場合における最大値です。

3 最大入力変動
入力電圧を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の出力

電圧変動分の最大値です。

4 最大負荷変動
出力電流を規格内でゆっくりと（静的に）変化させた時の出力

電圧変動分の最大値です。
負荷急変モードでご使用される場合は、パワーモジュールから

音が発生する場合や、出力電圧変動が増大する場合がありますの
で、事前に十分な評価を行なった上でご使用下さい。
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5 最大出力リップル＆ノイズ
図5-1, 図5-2の接続を行い測定します。出力端から50mmのと

ころにセラミックコンデンサ及びタンタルコンデンサを取り付けます。
C2 ～ C4 の容量値については、各機種の推奨コンデンサ容量の

項をご参照下さい。
また、出力端から90mmのところに同軸ケーブルを取り付けて測

定します。オシロスコープは、周波数帯域20MHz相当を使用しま
す。

プリント基板の配線方法等により出力リップル電圧、出力スパ
イクノイズ電圧が変化する場合がありますのでご注意下さい。

一般に外付けコンデンサの容量増加により出力リップル電圧、
出力スパイクノイズ電圧は小さくなります。

iEA48015A050V-001-R,
iEA48007A120V-001-R,
iEA48003A280V-001-R

図5-1出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法

iEA4W004A120V-003-R

図5-2出力リップル電圧（含スパイクノイズ）測定方法

Vo(+)

Vo(-)

50mm

C3C2

+

-

負
荷

Sense(+)

Trim

Sense(-)
C4

パワー
モジュール

この線は出来る
だけ短くする

オシロスコープ

90mm

Vo(+)

Vo(-)

50mm

C3C2

+

-

負
荷C4

パワー
モジュール

この線は出来る
だけ短くする

オシロスコープ

90mm

6 出力電圧可変範囲
iEA4W004A120V-003-Rを除き、本機能は全ての製品に備えてい

ます。抵抗および可変抵抗の外付けにより、出力電圧を下記の範囲
内で変える事ができます。ただし、出力電圧を下記の範囲を超えて
上昇させると、過電圧保護機能が動作しますのでご注意下さい。

出力可変範囲：
iEA48015A050V-001-R ： 定格出力電圧の-10% ～ +10%
iEA48007A120V-001-R ： 定格出力電圧の-10% ～ +10%
iEA48003A280V-001-R ： 定格出力電圧の-30% ～ +10%

なお、出力電圧を上昇させた場合、出力電流は最大出力電力によ
り規定される値まで低減させて下さい。

下記の外付け回路により、出力電圧を変えた場合においても、リモー
トセンシングすることができます。リモートセンシング機能の詳細に
つきましては「10.リモートセンシング」をご参照下さい。

出力電圧を可変する場合
(1) 出力電圧を低く設定する場合

(1-1)　使用できる出力電流は、出力電流ディレーティング内で
す。(仕様規格の最大出力電流値を超えることはありま
せん。)

(1-2)　Trim端子とSense(-)端子間に外付け可変抵抗器Rdownを
接続します。

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Sense(-)

Trim

+

-

負荷パワー
モジュール Rdown

図6-1 可変抵抗接続

(1-3)　外付け抵抗値と出力電圧値の関係式
iEA48015A050V-001-R 及び
iEA48007A120V-001-R の場合：

iEA48003A280V-001-R の場合：

Rdown : 外付け可変抵抗値
△（%） : 定格出力電圧に対する出力電圧変化率

下記グラフは、△(%)と外付け抵抗値の関係です。参考データ
としてご利用下さい。

図6-2 △(%)対外付け抵抗
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(2) 出力電圧を高く設定する場合
(2-1)　使用できる最大出力電流＝出力電流ディレーティング×

定格出力電圧÷設定出力電圧(仕様規格の最大出力電流
値より、少なくなります)

(2-2)　Trim端子とSense(+) 端子間に外付可変抵抗器Rupを接
続します。

+

-

負荷
パワー
モジュール Rup

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Sense(-)

Trim

図6-3 可変抵抗接続

(2-3)　外付け抵抗値と出力電圧値の関係式
iEA48015A050V-001-R 及び
iEA48007A120V-001-R の場合：

iEA48003A280V-001-R の場合：

Vonom : パワーモジュールの定格出力電圧値
Rup : 外付け可変抵抗値
△（%） : 定格出力電圧に対する出力電圧変化率

下記グラフは、△(%)と外付け抵抗値の関係です。参考データ
としてご利用下さい。

図6-4 △(%)対外付け抵抗

7 過電流保護 (OCP)
OCP機能を内蔵しています。
短絡状態や過電流状態を解除すれば自動的に出力は復帰します。

この設定値は固定ですので、 外部からの可変は出来ません。
なお、出力短絡および過電流状態が続きますと、放熱条件によって

はパワーモジュールの破損をまねく恐れがありますのでご注意下さい。

8 過電圧保護 (OVP)
OVP機能を内蔵しています。
この設定値は固定ですので、外部からの可変は出来ません。
OVP機能が動作した場合は、間欠動作が開始します。過電圧状態を

解除すれば、自動的に出力は正常動作に復帰します。

9 過熱保護 (OTP)
過熱保護機能を内蔵しています。周囲温度の異常上昇、出力電流

ディレーティングカーブを超えての使用、パワーモジュール内部温度
の異常上昇時に動作し、出力を遮断します。

過熱保護による出力遮断状態は、パワーモジュール温度を下げる
と、解除されます。但し、 パワーモジュールが異常過熱した原因を取
り除かないと、再び過熱保護が動作しますのでご注意下さい。

� リモートセンシング
　  (Sense(+)、Sense(-) 端子)

iEA4W004A120V-003-Rを除き、本機能は全ての製品に備えてい
ます。

パワーモジュールの出力端子から負荷端子までの配線による電圧
降下を補償するリモートセンシング端子があります。

リモートセンシング機能を必要としない場合 （ローカルセンシング
で使用する場合）は、Sense (+) 端子とVo (+) 端子、Sense (-) 端子
とVo (-) 端子を短絡して下さい。

リモートセンシングした場合にもパワーモジュールの出力電力は
最大出力電力値以内でご使用下さい。また、リモートセンシング線は
シールド線、ツイスト線、平行パターンなどを利用しノイズの影響を軽
減して下さい。

図10-1 リモートセンシングする場合

図10-2 リモートセンシングしない場合
（ローカルセンシング）

+

-

負荷パワー
モジュール

C

負荷端にて出力電圧が安定する

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Sense(-)

Trim

+

-

負荷
パワー
モジュール C

出力端にて出力電圧が安定する

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Sense(-)

Trim
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� リモートOn/Off (On/Off端子)
入力投入状態で出力のOn/Off制御ができます。複数台使用の出

力シーケンスにも活用できます。
コントロール機能を使用しない場合は、On/Off端子とVin(-)端

子間を短絡します。

図11-1 On/Off接続例

� 並列運転
並列運転はできません。

� 動作周囲温度
実装方向は自由に選択できますが、パワーモジュール周囲に熱

がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上ご使用下さい。強制空
冷および自然空冷においてパワーモジュール周辺の空気が対流出
来るように、周囲の部品配置、基板の実装方向を決めて下さい。

実使用状態での温度測定の詳細について、以下の「出力電流ディ
レーティング」項目をご参照下さい。

パワーモジュールの信頼性を一層向上するために周囲温度を
ディレーティングしてご使用になることをお奨めします。

� 保存周囲温度
急激な温度変化は結露を発生させ、各端子の半田付け性に悪影響

を与えますのでご注意下さい。

� 耐電圧
入力－出力間1.5kVDCに1分間耐えられるよう設計されています。

受け入れ検査等で耐圧試験を行う場合は、必ず直流電圧を印加して
下さい。また、使用される耐圧試験器のリミット値を50μAに設定
して下さい。

交流電圧による試験ではパワーモジュールが破損することがあり
ますので、絶対に行わないようご注意下さい。

なお、印加電圧は最初から試験電圧を投入することなく、耐圧試
験電圧をゼロから徐々に上げ、遮断するときも徐々に下げて下さい。
特にタイマー付きの耐圧試験器の場合は、タイマーによりスイッチ
が切れる瞬間に印加電圧の数倍のインパルスが発生し、パワーモ
ジュールが破損することがありますのでご注意下さい。

各端子は下図のように接続して下さい。

iEA48015A050V-001-R,
iEA48007A120V-001-R,
iEA48003A280V-001-R

Vin(+)

On/Off

Vin(-)

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Trim

Sense(-)

図15-1 入力－出力間電圧試験方法

iEA4W004A120V-003-R

Vin(+)

On/Off

Vin(-)

Vo(+)

Vo(-)

図15-2 入力－出力間電圧試験方法
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出力電流ディレーティング
実装方向は自由に選択出来ますが、本製品周囲に熱がこもらぬ

よう空気の対流を十分考慮の上ご使用下さい。強制空冷又は自然
空冷において本製品内部で空気が流れるように、周囲の部品配置、
基板の実装方向を決めて下さい。

本製品の周囲温度に対する出力電流ディレーティングの測定方

法は以下の図A-1の通りです。
実際の装置に搭載する際、本製品の表面温度が各機種の出力

電流ディレーティングカーブの最大定格 Tc を超えない事をご確認
下さい。

図Ａ-１　出力電流ディレーティングの測定方法

モジュール中心線

風向き

76mm

風速及び周囲温度測定点

12.7mm

隣接並行基板

風向き

風通路
中心線

評価基板

Vin(+)

On/Off

Vin(-)

Vo(+)
Sense(+)
Trim
Sense(-)
Vo(-)

パワーモジュール上面透視図

10.0mm
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iEA4W004A120V-003-R の場合：

図A-4 パワーモジュール上のTc 測定点

2 各機種の出力電流ディレーティングカーブ
iEA48015A050V-001-R の場合：
測定条件 ： 風向き = Vin(-) → Vin(+)

図A-5 iEA48015A050V-001-R 出力電流ディレーティングカーブ

iEA48015A050V-001-R,iEA48007A120V-001-Rの 場合 :

図A-2 パワーモジュール上のTc 測定点

iEA48003A280V-001-R の場合：

図A-3 パワーモジュール上のTc 測定点
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・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

iEA

iEA

iEA48007A120V-001-R の場合：
測定条件 ： 風向き = Vin(-) → Vin(+)

測定条件 ： 風向き = Vin(+) → Vin(-)

図A-6 iEA48007A120V-001-R 出力電流ディレーティングカーブ
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・製品を正しく、安全にご使用いただくために、最新の納入仕様書をぜひご請求ください。
・記載内容は、改良その他により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

iEA

iEA

iEA48003A280V-001-R の場合：
測定条件 ： 風向き = Vin(-) → Vin(+)

測定条件 ： 風向き = Vin(+) → Vin(-)

図A-7 iEA48003A280V-001-R 出力電流ディレーティングカーブ
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iEA

iEA

iEA4W004A120V-001-R の場合：
測定条件 ： 風向き = Vin(-) → Vin(+)

図A-8 iEA4W004A120V-003-R 出力電流ディレーティングカーブ
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iEA

iEA

実装方法
1 基板実装方法

（1） パターン配線禁止領域
　　パワーモジュールを実装する面において、 図 B-1の斜線部

のパターン配線はお避け下さい。
斜線部に配線されますと、絶縁不良を起こす場合があります。

Vin(+)

On/Off

Vin(-)

Vo(+)

Vo(-)

Sense(+)

Sense(-)
Trim

パワーモジュールパターン配線禁止領域（上面透視図）

単位：ｍｍ

15.61
29.09

38.75
52.23

19
.1
4

3.
6

図B-1 パターン配線禁止領域

（2） 基板取付穴
プリント基板の穴は、下記サイズをご参考の上、決定して下さい。
iEA48015A050V-001-R,
iEA48007A120V-001-R,
iEA48003A280V-001-R

iEA4W004A120V-003-R

ピン番号 基板取り付け穴

1, 2, 3, 5, 6, 7 φ1.5 mm

4, 8 φ2.0 mm

図B-2 基板取り付け穴

（3）入出力端子ピン
Vin(+)、Vin(-)、Vo(+)、Vo(-)端子ピンは接触抵抗が小さくなる

ように接続して下さい。
接触抵抗が大きいと、効率低下、異常発熱等により、パワーモ

ジュールが破損する恐れがありますので、ご注意下さい。

（4）入出力パターン幅
入出力パターンは大電流が流れますので、基板パターン幅が細

すぎますと電圧降下を生じ基板の発熱が大きくなります。電流と 
パターン幅の関係は、基板の材質、導体の厚さ、パターンの許容温
度上昇等によって変わります。設計する際は基板メーカーに必ず
ご確認下さい。

2 推奨半田付け条件
半田付け温度は、下記条件内で行って下さい。

（1）半田ディップ槽を使用する場合
　ディップ条件 ：290℃、7秒以内
　プリヒート条件 ：140℃±10℃まで

4℃ /秒で予備加熱
（2）半田ゴテを使用する場合

　半田ゴテ温度  ： 400℃、 15秒以下
　プリヒート条件  ： 145℃±5℃

3 洗浄について
本製品は、無洗浄フラックスを使用している為、洗浄しない事を

推奨致します。

1
2

3

8

4
5

7
6

3.
81

7.
62

15
.2
4

3.81 50.80

3.
81

7.
62

11
.4
3

15
.2
4

基板穴　(上面視）　

単位：mm
指定無き許容差は±0.25 です。

1
2

3

8

4

3.
8

7.
62

15
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4

3.8 50.80

15
.2
4

基板穴　(上面視）　

単位：mm
指定無き許容差は±0.25 です。
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iEA

iEA

故障と思われる前に
故障と思われる前に次の点をご確認下さい。
1) 出力電圧がでない

・ 規定の入力電圧が印加されていますか。
・ リモートOn/Off端子(On/Off)、リモートセンシング端子(Sense(+)､ 

Sense (-))、出力電圧外部可変用端子(Trim)は正しく接続されて
いますか。

・出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの設定・接続は、正
しく行われていますか。

・接続されている負荷に異常はありませんか。
・温度測定点の温度は規定の温度範囲内ですか。

2) 出力電圧が高い
・リモートセンシング端子(Sense(+)､ Sense(-))は正しく接続さ

れていますか。
・センシングポイントでの測定ですか。
・出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの 設定・接続は、正

しく行われていますか。
3) 出力電圧が低い

・規定の入力電圧が印加されていますか。
・リモートセンシング端子(Sense(+)､ Sense(-))は正しく接続さ

れていますか。
・センシングポイントでの測定ですか。
・出力可変を行う場合、抵抗又はボリュームの 設定・接続は、正

しく行われていますか。
・接続されている負荷に異常はありませんか。

4) 負荷変動、又は入力変動が大きい
・規定の入力電圧が印加されていますか。
・入力端子、出力端子の接続はしっかりと行われていますか。
・センシングポイントでの測定ですか。
・入力、出力の配線は細すぎませんか。

5) 出力リップル電圧が大きい
・測定方法はアプリケーションノートに規定されている方法と

同じ又は同等ですか。


